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普天間飛行場の一日も早い閉鎖・返還及び速やかな運用停止の実現について（要請） 

 

 

 貴職におかれましては、本市はもとより沖縄県のおける基地問題解決に向け、ご尽力されて

いることに敬意を表します。 

  

本市における過重な基地負担は、普天間飛行場の全面返還合意から22年が経過する今なお

解消されておらず、今年度におきましても、市民から10月26日現在で349件もの苦情が本市

に寄せられており、夜間騒音をはじめ、騒音被害を訴える市民からの切実な声は年々増加の一

途を辿っております。 

さらに昨年来、普天間飛行場所属機による部品落下・緊急着陸等のトラブルが相次いで発生

し、市民は常に危険と隣り合わせの中で、不安を抱えながら生活を送っております。 

このような状況の中、普天間飛行場負担軽減推進会議及び同作業部会につきましては、開催

が滞る状況が続いており、継続的に取り組む必要がある危険性除去や基地負担軽減に向けての

議論は進んでおらず、普天間飛行場の一日も早い閉鎖・返還と市民が目に見える形での負担軽

減の実現に向けこれまで以上の取り組みが必要であります。 

 

 つきましては、市民の生命・財産を守る宜野湾市長として、下記のとおり強く要請いたしま

す。 

 

記 

 

一． 普天間飛行場の固定化は絶対にあってはならず、固定化阻止及び一日も早い閉鎖・返還

と返還までの間の危険性の除去及び基地負担軽減を、最重要課題として目に見える形で取

り組むこと 

 

一． 速やかな運用停止を実現するため、国・沖縄県・宜野湾市で構成される普天間飛行場負

担軽減推進会議を早期に開催するとともに、同作業部会を定期的に開催するよう取り組む

こと 


